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平成２６年度 芳賀町立芳賀中学校 学校評価書

学校評価のねらい
すべての教育活動その他の学校運営が効果的に実施できているかどうか、保護者、学校、地域住民(学校評議委員＝学

校関係者評価委員)等が連携し、評価する。それらを通して、生徒がよりよい教育活動を受けられることをめざし、学校
をよりよくするための方策を明らかにする。

１ 校訓・教育目標

創造 自ら学ぶ生徒 （創造）
校訓 敬愛 教育目標 心豊かな生徒 （敬愛）

実践 たくましい生徒 （実践）
ふるさとを愛する生徒 （本校の使命）

２ 目指す学校像

すべての生徒と職員が
夢を育み 知を磨き(創造) 心豊かに(敬愛) 汗を流して(実践)

高め合う学校

３ 学校経営の方針

基本経営理念：「明日の芳賀町を担う生徒の育成」 ～誇れる、つよい学校・生徒づくり～
１ 生涯学習社会に生きる生徒の育成
２ 望ましい生活習慣と社会性の育成
３ 確かな学力の保証
４ 豊かな心をもつ生徒の育成
５ 健やかな体をもつ生徒の育成
６ 全職員による学校経営参画
７ 家庭や地域、関係機関との協働による学校経営

４ 本年度の指導視座と重点項目

視 座：１０年後の勝負に勝てる生徒を育てる
重点項目：人間力の基礎・基盤をつくる・・・思いやりの心と確固たる生活習慣

→「時を守り 場を清め 礼を正す」

５ 本年度の重点目標・努力点

１ 確かな学力を身に付けた生徒の育成 プロジェクト知
①基礎的・基本的な知識や技能の定着
②課題解決のための思考力・判断力・表現力の育成
③主体的な学習態度の育成
２ 豊かな心をもつ生徒の育成 プロジェクト徳
①道徳の授業の充実
②学校の教育活動全体を通して行う道徳教育の充実
３ 健やかな体をもつ生徒の育成 プロジェクト体
①心身の健康増進
②部活動の充実
４ 夢や目標に向かって力強く自己実現を図っていく生徒の育成 プロジェクト生き方
①学業指導の充実
②生活の基盤づくり
③郷土愛の育成
④生涯学習社会に生きる資質の育成

６ 本年度の学校課題

自他を尊重し、集団の中で生き生きと活動に取り組む生徒の育成
～プロジェクト HAGAの実践を生かして～
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７ 評価の仕方

評価ランク 評 価 規 準 ※ 評価の中で最多数のものを評価値とする。

Ａ 十分達成できた ※ 学校関係者評価欄の□は成果、■は課題とする。

Ｂ 概ね達成できた

Ｃ あまり達成できなかった

Ｄ 達成できなかった

８ 評価表

評価
自己評価 外部アンケート 学校関係者評価

項目
評価指標 主な具体の評価指標 以外の情報・デ

評価 達成状況と改善策 ータ 評価 □成果 ■課題

1 ・教職員は学校経 ①私は学校としての目 【達成状況】
全職員 営の理念や方針 指す方向を理解し、 ・組織の一員として、具体策などを分析し、課題
による を共有し、教師 「プロジェクトＨＡ の解明に努めている。 評価
学校経 力(教職に対す ＧＡ」や「学校課題」 ・生徒会担当として特別活動を充実させている。 なし
営参画 る強い情熱、教 の解明のために、組 文化発表会、生徒会選挙等を通して、生徒の自

育の専門家とし 織的な働きに進んで 律的な力を育めた。
ての確かな力 参画している。 ・現職教育の資料をもとにクラスで話をすること
量、総合的な人 ができた。
間力)を高め、 Ｂ ・学習指導助手として、授業担当の先生と協力し
学校力を高める て効果的な授業が行えた。
ことに努めてい 93.3 【改善策】
る。 ・組織的な動きにすることが難しい。一人一人の

職員の意識を高めていく。
・学力を向上させることが難しかったのでさらに
個別学習を充実させていく。

・プロジェクトの主任はリーダー性を発揮し、指
示をだし、全職員の意識を高めていく必要があ
る。

②私は教師力(教職に 【達成状況】
対する強い情熱、教 ・新採指導として、初心に戻り教育の基本を確認
育の専門家としての しながら、新任者とともに向上を図っている。
確かな力量、総合的 ・節度ある行動に努め、生徒のよさを認めていけ
な人間力)を高め、 るように努めている。
教育活動の質の向上 ・様々な研修会に参加し、そこで学んだことを実
に努めている。 践しようとしている。

・教科指導に力を入れることができた。
・中教研をはじめとする各種研修会に参加させて

Ｂ 頂き研鑽を積むことができた。中堅教員研修で
は次世代のリーダーとして自覚がもてた。

96.8 ・教育に関する書物を読み資質向上に努めた。
・先輩教員から学び、授業にいかした。
【改善策】
・質の向上を考えてゆっくり考える時間を確保す
る。

・セミナーなどを通じて英語についてのスキルア
ップの必要がある。

・授業を見せ合って、お互いの授業方法のよいと
ころを学び合う。

・人間性を高めるために良書を読む。
2 ・教職員は生徒・ ①私は家庭、地域と良 【達成状況】
家庭や 保護者・地域と 好な関係をつくり、 ・学年だよりを定期的に発行したり、保護者会等
地域、 目標・理念・方 学校・家庭・地域が で生徒の様子や進路情報等を伝え、学校への理 評価
関係機 針を共有し、保 一体となって学校経 解と協力を得ている。 なし
関との 護者や地域の方 営を進めていく信頼 ・与えられた立場の中で、より多くの関わりをも
協働に 々の学校運営へ される学校づくりに Ｂ つようにし、それぞれの考え方を伝え合ってい
よる学 の参画を進め、 努めている。 る。
校経営 学校・家庭・地 82.8 ・家庭、地域とうまく連携がとれた。

域が一体となっ ・町行事に参加協力した。また、何かあればすぐ
た学校経営に努 に家庭との連携が図れた。
めている。 【改善策】

・多様な価値観の保護者に対して、今後のことを
目的を１つにして話し合うことをしていく。

・学級通信の発行など保護者からの要望が多い。
いまだ取り組めていないところが改善点であ
る。

評価 自己評価 外部アンケート 学校関係者評価

項目
評価指標 主な具体の評価指標 以外の情報・デ

評価 達成状況と改善策 ータ 評価 □成果 ■課題

・教職員は基礎的 ①私はどの子にもわか 【達成状況】 授業記録
・基本的な知識 りやすい手立てを実 ・教材研究を十分に行い、様々な手立てを実践し Ｂ □さまざまな方策
や技能の定着に 践し、授業展開して た。 を試みて指導し
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努めている。 いる。 ・苦手としている生徒や理解できない生徒には見 ている。学力上
Ｂ 本を見せたり、丁寧に説明するように心がけて 位の生徒はまじ

いる。 めに取り組む様
88.9 ・授業のめあてを必ず意識させるなど、授業展開 子がうかがえま

3 にも工夫している。 す。
確かな ・毎時間ねらいを板書し、授業の流れを話してい
学力を る。 □生徒の「学校づ
身に付 ・視聴覚教材の作成に心がけた。 くりアンケー
けた生 ・十年研修の自分の目標もあり、わかりやすい授 ト」によると、
徒の育 業を心がけている。 授業への取り組
成 ・自作のプリントを使って、ＡＬＴやＴ２を活用 み姿勢がとても
プロジ して工夫をした。 よい。
ェクト ・種目によって、得意な生徒を苦手な生徒の指導
知 に協力させ、全体の底上げをすることができた。 ■家庭学習の取り

・毎回の授業の記録をとり、次回の授業にいかし 組み方を指導
た。 し、意欲をもた
【改善策】 せてほしい。
・全教科で統一して行っている、分かりやすい手
立てを全職員で実践していく。 ■教師の働きかけ

②私は授業において、 【達成状況】 小テスト 計算 についていけな
基礎・基本の知識や ・基礎・基本の問題は丁寧に扱っている。 ・漢字・英単テ い生徒、やる気
技能を定着させる手 ・計算テスト、漢字テストなど再テスト等を実施 スト 定期テス はあるがどうす
立てを講じている。 したり、間違った漢字を自学帳に練習させたり ト 実力テスト すめていいかわ

して定着を図っている。 等 からない生徒を
・授業の手法の工夫、改善を図りながら、授業展 救ってほしい。
開している。

・その生徒にあった課題を出している。 ■総合的な学習の
・補強プリント、小テストなどを通して基礎基本 時間の発表会を
の定着に努めている。 参観し、発表の

Ｂ ・ゆっくり丁寧に作業の説明、実際の使い方も見 声が小さいと感
せている。 じた。大きな声

92.0 ・毎時間ミニテストを実施している。 で発表できるよ
・年間学習計画を大きく見直した。展覧会に左右 うに指導してほ
されない授業展開は自由で楽しい学びの時間を しい。
創出できる。

・単元ごとに英単テスト(５問テスト)を行い、何
が苦手なのかを把握させた。

・どの種目でも、授業の前半に基礎を入れている。
・計算テストの計画・実施・採点・追試・反省を
行い、基礎力向上を図っている。

・教職員は生徒の ③私は授業において、 【達成状況】 授業記録
思考力・判断力 観察・実験・レポー ・できるだけ多くの生徒に発表や記述の機会を与
・表現力の育成 ト作成・論述・発表 えている。
に努めている。 など、言語活動を取 ・授業の展開の中で、必ず考察、話し合いなど、

り入れている。 言語活動を取り入れている。
・スピーチ、スキット、レポートなど、習得の場
面とは別に、活用に特化する活動も実施してい
る。

・ワークシートに言語活動を高める工夫をしてい
る。

・座席表の利用などで毎時間の記録を積み重ねる
Ｂ ことで生徒理解（評価）を深めることができた。

言語活動は主に鑑賞の場面で取り入れている。
80.0 ・１ユニットで１回のアクティビティーを行って

いる。
・発表に力を入れる授業展開をしている。
・長期休業中の思い出を英語で書かせ、発表させ
た。
【改善策】
・発表の機会を多くとろうとするが、生徒は嫌っ
ている。簡単な発表から徐々に高めていって自
信をもたせるようにする。

・発表の場を設定できるように工夫している。
・教師からの説明、実習が主になっているので、
言語活動を取り入れていくようにする。

④私はコミュニケーシ 【達成状況】
ョン能力を育成する ・ペアやグループの効果を考えながら設定した。
ため、授業の中にペ ・球技等の授業は、グループやペアで作戦を立て
ア学習やグループ学 させたり、話し合ったりする時間を設定してい
習などすべての生徒 Ｂ る。
が話したり聞いたり ・自分の意見を伝えるためにの、機械的でないグ
する場を設定してい 80.8 ループを活用している。
る。 ・部活動でも表現する訓練を意識している。日常

のあいさつなども表現力として指導している。
・理科の観察や実験はすべてグループ学習になる
ので、そこでコミュニケーションは必ずとるこ
とになる。

・比較的多く実施している。必ず友だちと話す活
動は入れている。

・グループの形態を変えながら活動させている。
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・ペアで会話練習させたり、AET の授業ではグ
ループごとにゲームや会話をするなど工夫して
いる。
【改善策】
・言語活動の時間を増やす。
・話し合い活動を取り入れるように努力する。
・授業の内容によって設定したが、十分でなかっ
たので、もっと時間をかけるようにする。

・指導要領の改訂に伴いアクティブラーニングの
効用が諮問されている。効果的な学習形態など
研究の必要がある。

・安心感のある学級づくりで、誰とでもペア学習
できるようにする。

・教職員は生徒の ⑤私は興味、関心を高 【達成状況】 授業記録
主体的な学習態 めるため、教材の活 ・視覚に訴えるような教材を提示し、定着を図っ
度の育成に努め 用や授業展開の工夫 ている。
ている。 に取り組んでいる。 ・プリントや黒板に掲示する物を工夫している。

・関数や図形領域には全時間ワークシートを使う
ようにしている。

・その生徒にあった課題を出した。
・自作ワークシートやプレゼンテーションの作成

Ｂ など、教材研究に力を入れている。
・視覚教材をたくさんつくりました。

93.1 ・パワーポイントを授業に取り入れている。
・できるだけ身近なものを教材にするように心が
けている。

・常に新しく驚きのある題材を開発するべく研究
している。様々な情報を得ることが不可欠であ
る。

・授業の導入の際に、身近な話題のものを取り入
れつつ、新しい文法などスムーズに入れるよう
に工夫している。
【改善策】
・教材や指導法を教科担任で共有化、実践化を図
るようにしていく。

⑥私は「学びのすすめ」 【達成状況】 宿題 自主学習
などを活用し、家庭 ・生徒に説明したり、プリントを配布したり、廊 ノート
学習の取り組み方を 下に掲示している。
指導している。 ・受験に向けて、「整理と対策」や過去の問題等

に取り組ませて、計画的な学習をさせている。
・習慣づくりの説明をおりにふれて行っている。

Ｂ ・教科でも、学級でも、取り組み方の指導を行っ
ている。

66.7 ・自主学習ノートに対する指導を継続していく。
【改善策】
・家庭学習の取り組み方について全職員で話し
合っていく。

・学習習慣が身に付いていても成績が伸び悩んで
いる生徒がおり、どう指導すべきか、全職員で
学んでいく。

・授業の中でどのように学習すべきかを示してい
く。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は授業がよく ・質問自習の時間を長くしてほしい。

わかる。 Ｂ ・朝の読書の時間、勉強の時間にしてほしい。（特に、テス

トの前後の日）

７１．６ ・学習コーナーにもっとたくさんの教科のプリントがあると

・私は人前で自分 いい。

の考えを発表す Ｃ ・夏、家庭学習の時間がもう少しほしい。

ることができる ・授業がたまにわからない。

５０．３ ・授業も難しくなってきましたが、とても楽しい。

・私は授業に一生 ・だいたいの授業は分かるけど数学は進むのが速い。

懸命に取り組ん Ｂ ・今まであまり発表できなかった。

でいる。 ・人前で自分の考えを発表するのは難しくて、でも時に仲の

８３．１ 良い人の前だと自分の意見をもち、発表することができる。

・私は家庭学習の ・授業の時、急に人をささないでほしい。

仕方・習慣が身 Ｂ ・数学の進みが速すぎる。

に付いている。 ・社会に雑談の時間の方が授業の時間より長い気がする。

６６．６ ・学習の仕方を教えてほしい。

・私は自分の学習 ・社会と数学がわかりにくい。

成績についてよ Ａ ・社会の授業よくわからない。（何が大事なことなのかわか

くわかっている らない。）

８９．８ ・数学がわかりません。

・社会がわからない。

・授業を個人的にわかりやすく教えてほしい。

・人前で発表するのが苦手なのにむりやり計算などわからな

いのをわかるまで立たせるのはいやだ。（英語）

・応用問題を充実して欲しい。

・テストの見直しタイムを学校でもつくってほしい。

・数学と社会がわかりにくい。
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・社会の授業で雑談が多すぎてわかりづらいので、ちゃんと

授業にしてほしい。

・社会の授業が聞くだけ状態の時があって、つまらない。作

業内容を増やしてほしい。

・授業がわかりにくい。

・私は授業がよく分かる。「Ｄ」は社会だけを指している。

・国語、数学、社会の授業がわからない。

・国語がつまらない。

・部活動の大会などでいないときはあまり授業を進めないで

ほしい。

・難しいところはじっくりゆっくり教えてほしい。

・部活動の大会等で不在のときあまり授業を進めないでほし

い。

・数学が分からない。

・国語の授業が少し分かりにくいです。

・授業中にワークなどをやる時間を増やしてほしい。

・社会が変な話のときがある。

・社会はたまに下ねたのときがある。同じ話のときがたくさ

んある。

・社会の授業に他クラスと教え方が違う部分があったので、

統一してほしい。（例としてドント式：選挙の比例代表制

に関する計算式）

・何回も聞いてもわからない時はどうしたらいいですか。

・先生によってわかりやすい教科とわかりにくい教科（特に

理、国）がる。

・授業で黒板の電気をつけなくて見にくかったり、字が薄く

て分かりづらいことがある。

・学校は子どもの ・学校では、家庭学習の仕方など指導してくれていると思う

学力向上を図っ Ｂ が、自分の子にはタメになっているのかどうかわからない。

ている。 うちの子の意識の問題だと思いますが・・・。

８３．７ ・教科によってはわかりにくい。授業があると家で話してい

・学校は子どもの ます。学力を向上させるご指導をお願いします。

発表力の向上を Ｂ ・家庭学習をする際、ただノートをうめるだけになっていて

図っている。 意味がない。本人（子供）と話し合っているが、勉強の仕

７９．８ 方があまりわかっていないので本人も悩んでいる。

・学校は子どもの ・家庭学習を毎日やってはいるが、勉強の仕方が今一わかっ

学習意欲の向上 Ｂ ていない。基本、公式などを覚えてないうちに問題をやっ

を図っている。 ているのでできていない。どの教科においても、まとめ方

７８．４ や覚え方なども教えてほしい。

・学校は子どもの ・本人（子供）はよく学習をしていると思います。成績もそ

家庭学習の仕方 Ｂ こそこです。それが学校の対策のおかげなのか分かりにく

を指導したり、 い。親が深く関わって学習の習慣化を図っている感じです。

習慣化を図って ８０．３ 学校の学習のそうす？よく分かりません。

いる。 ・学校はいろいろと行動してくださっていると思いますが、

・学校は子どもの 目に見える形となるとよくわからないところがあります。

は学習のようす Ｂ ・家庭学習で授業のワークも可にしていただけないでしょう

・成績について か。学習意欲があまり高くないため、テスト勉強＝ワーク

わかりやすく伝 ８２．１ を終わらせるになってしまっています。

えている。 ・実力テスト、一日使って出来ないでしょうか。朝、ウチの

は、寝ぼけていて、遅れないように親も緊張します。

・より細かな指導ワークの繰り返しをさせて欲しい。

・大勢の中でも堂々と発表出来るような習慣体験させて欲し

い。

・効果的な自主学習を更にして頂きたい。（家庭学習）

・学校内外の順位、偏差値をもっと出し自分の位置が分から

せたりして欲しい。

・前回、夏休みは２学年は自主学習を宿題として出されてい

なかったようですが、自主学習は宿題として出してほしい。

・質問・自習の時間以外にも、学習室を設けて先生に質問で

きる機会が増えるとよい。

・やむを得ない理由での、遅刻・早退・欠席・大会などの場

合、補講のようなものがあるとよい。

・数学や理科など、教科によって、クラス単位だけでなく、

理解度に応じた授業があってもよい。

・通知表だけでは伝わらない。

評価 自己評価 学校関係者評価

項目
評価指標 主な具体の評価指標 情報・データ

評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題

・教職員は道徳の ①私は道徳の授業時数 【達成状況】 週案
授業の充実に努 ３５時間を実質的に ・授業時数の確保は難しい。 Ｂ □学校行事に積極
め、道徳的実践 確保している。 Ｂ 【改善策】 的に取り組んで
力の育成を図っ ・道徳の授業を他の授業に振り替えないことを全 いて、その結果、

ている。 53.3 職員で確認する。 中学校生活に充
実感を感じてい

②私は道徳の授業の指 【達成状況】 る。
導力向上のために、 ・授業の展開をいくつか考え、示範授業として行
自己研修(研修会参 った。 □約束事を守って
加や書籍から)に励 ・研修会等には参加していないが、機会があるた 行動する姿が見

4 んでいる。 Ｂ びに資料を参考に考えている。 られる。
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豊かな ・インターネットや書籍などから実践事例を学び
64.7 授業に取り入れている。 ■家庭環境に恵ま

・研修会に参加した。 れない生徒への
心をも 【改善策】 対応が難しい。
つ生徒 ・多くの書籍を読みたい。
の育成 ・道徳の研修に積極的に参加する。
プロジ ③私は道徳の授業改善 【達成状況】 ■担任と学校だけ
ェクト を、同僚性(同僚が ・新採指導のための教材(資料)を若手教員に提供 でなく、行政や
徳 互いに支え合い成長 し、全体の道徳心の向上に努めた。 地域に応援、支

し高め合っていく関 Ｂ ・同一教材を同じ案で行う授業はとても参考にな 援を求めていく
係)を生かして取り る。 とよい。
組んでいる。 94.1 ・学年内で資料の吟味や展開の工夫など、取り組

んでいる。 ■清掃のルール、
・学年で共通した教材で実施した。 その他いろいろ
【改善策】 な規則について
・授業改善を同僚で取り組んでいく。 も徹底できるよ

・教職員は学校の ④私はいじめ未然防止 【達成状況】 学校行事の反省 うにしたい。
教育活動全体を に向けた取組、いじ ・生徒理解に努め、早期発見している。
通して行う道徳 めが起こってしまっ ・一人一人の言動や表情に気を配り、変化を見逃
教育の充実に努 たときの早期解決に さないよう努力している。
めている。 向けた取組に努めて ・相手を思いやるようにして生徒から情報が入る

いる。 ようにしている。
・学年で力を入れて取り組んでいる。生徒たちは
少しずつ先生を信頼してくれている。

・アンケートを活用し、そこでわかったことから
聞き取り調査をしている。

・学級、部活動共に大きな問題にならないように「６つのルール」
Ｂ 対処している。 ①適した服装

・いじめの現状を把握し、すみやかに解決できて ②頭覆い
93.1 いる。 ③時間厳守

・学年で連携してねばり強く指導にあたってい ④始まり終わり
る。 の挨拶

・早めに授業に行き、休み時間の様子を見ている。 ⑤無言
・生徒との関係づくりに留意し、情報を得られる ⑥綺麗にする意
ようにしている。担任、主任と連携して対応し 識
ている。

・休み時間に３階控室等に待機し、廊下に注意を
払っている。
【改善策】
・サッカー部１年のいじめについて、起こってか
らの指導になってしまった。部活動に出ている
時は生徒への目配りを強化する。

・学校全体のいじめ対策の取組を考えていく。
・昼休みに校内巡視を行う。

⑤私は生徒が学校行事 【達成状況】
に積極的に取り組む ・クラスが団結するように、時間をとって指導に
ように支援し、「感 あたっている。
動」を与えることが ・どのクラスも同じように取り組めるように見守
できるように努めて ったり指導したりしている。
いる。 ・事前の取組から、当日の活動、事後指導まで、

行事を通して生徒が成長するように仕向けてい
る。

・体験と道徳を組み合わせて、行動の振り返りを
Ａ 行わせている。

・特別活動のねらいはまさにそこなので、毎年い
93.1 ろいろと工夫している。

・学校行事に目標をもって参加するように支援し
ている。

・学校行事で心を揺さぶることができ、心の健康
と成長につながっている。

⑥私は生徒の勤労奉仕 【達成状況】
の心を育むために、 ・清掃は全ての活動の基本ということを常に意識
清掃活動において、 させ、共に活動している。
「６つのルール」を ・清掃の分担を明確にして、取り組ませている。
徹底させている。 ・服装は個々に必ず確認させ徹底している。無言

Ｂ 清掃についても意識を高めさせている。
・無言で実施すること、すすんできれいにするこ

80.6 と、率先垂範の態度で指導している。
・清掃の開始と終わりにできたことできなかった
ことを指導している。

・始めと終わりのあいさつをきちんとできるよう
にしている。
【改善策】
・きれいにする意識の指導は時間内で高めるよう
に指導しているが、よくなっていないので、根
気よく指導していく。

・全職員で無言清掃を徹底させる。
・放送での呼びかけは効果的である。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私はみんなが安 ・時々ふざけてしまう。
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心して気持ちよ Ｂ ・清掃は静かに一生懸命取り組むことができた。

く生活できるよ ・３学期にもクラスで団結できるような行事ができるとよ

うに行動してい ８５．１ い。

る。 ・清掃時間をもう少し長くしてほしい。

・私は学校行事に ・清掃中、遊んでいる人（かくれて）がいるので、もっと目

積極的に取り組 Ｂ を配ってほしい。

み、感動を共に ・もっと学校行事を増やしてもいい。

し、充実感を味 ８４．６
わえた。

・私は清掃活動に
一生懸命取り組 Ａ
んでいる。

８５．５
・学校はいじめが ・起こったときがないのでわからない。

起こらないよう Ｂ ・初めて合唱コンクールを見ました。すごく感動しました。

に、また、起こ （特に３年生！）自分の子も３年生になったらああなれるの

ったときにはす ７５．４ か楽しみです。

ぐ解決するよう ・小学校で音楽療法士近藤美智子先生の講演会を聞き、命の

に取り組んでい 大切さなどを子供たちと一緒に聞くことが出来、とても良

る。 かったし、考えることが出来ました。

・学校は学校行事 ・特に１年生は男女を問わず、いじめ問題が解決しないまま

を通して、子ど Ｂ になっている。何とかして解決してほしい。

もが感動を共有 ・不登校の生徒が何人かいるという話を聞いたのですが、い

し、充実感が味 ９２．２ じめなどがあって学校に来ないんですか？それともそれ以

わえるようにし 外？？

ている。 ・１年生の不登校の人数が多いと聞いたので不安です。

・子どもは家の手 ・校長先生が朝天気にかかわらず登校指導をされている姿は

伝いをしている Ｃ 子供達のお手本になっていると思います。

・よく生徒の人間関係・異変を見つめて欲しい。いじめのス

４６．６ ローガンはすごく良いと思うので実行して欲しい。

・部活動によって温度差がありすぎる。

・前回いじめのアンケートを書かされたが、氏名を書かされ

るのはおかしいと思います。

・いじめへの熱心な対応、とてもありがたく思っています。

その一方で「いじめ」という言葉に敏感になり過ぎるのも、

良くないと思います。意見の違いや、衝突も、成長の大事

な課程なので、様々な感情を味わい、より一層成長して欲

しいと思います。

・中学校生活３年間を通して、子供の成長をたくさん見るこ

とができました。特に、体育祭・文化祭では他の子達との

関わり、団結も見ることができうれしく感じました。これ

からも続けて行ってほしいと思います。

・どんないじめがあったのか等不明。

・部活動・塾等で時間がない。

評価 自己評価 学校関係者評価

項目 評価指標 主な具体の評価指標 情報・データ
評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題

・教職員は生徒の ①私は生徒の「早寝・ 【達成状況】 生活アンケート
心身の健康増進 早起き・朝ご飯」(０ ・朝ご飯については気になる生徒に個別に話をし
に努めている。 時前就寝、６時３０ た。

分前起床)の習慣化 ・授業の中で、食と睡眠の大切さは何度も伝えた。 □部活動にしっか
に努めている。 ・なかなか達成できない生徒もいる。できていな Ａ り取り組んでい

Ｂ い子の変容はできないが必要性の指導は折に触 る生徒が多くす
れて実施している。 ばらしい。生涯

75.9 【改善策】 学習につなげて
・下校時刻、朝練の開始時刻、課題を考えると全 ほしい。
部は無理だと思う。朝６：３０頃１年生は学校
来ているので、顧問から速すぎない指導が必要

5 である。 ■「早寝・早起き
健やか ・寒くなって、登校が遅くなってきている。事あ ・朝ご飯」の習
な体を るごとに声かけをする。 慣化に努めてほ
もつ生 ・親からかえなくてはいけないので、親の意識を しい。もっと数
徒の育 変える。 字を上げてほし
成 ・生活アンケートなどを通して、基本的生活習慣 い。
プロジ の定着に努めるよう指導していく。
ェクト ②私は給食指導におい 【達成状況】
体 て、生徒が好き嫌い ・嫌いな物でも少し食べる指導をしている。 ■部活動に少数で

なく食べるよう、指 ・１年生は給食の残量が少なくてよい。 はあるががんば
導に努めている。 Ｂ ・給食の残量が少なくなるように工夫して指導し れない生徒がい

ている。 る。その生徒へ
86.7 ・偏食、食べ方等、マナーを重視しながら指導し の指導をしてほ

ている。今後も継続していく。 しい。
・保健の放送でも係わっている。
・担当の先生が不在の時に指導できた。
・学校保健委員会において、管理栄養士さんから
食とスポーツについて話を聞いた。

③私は生徒がインフル 【達成状況】
エンザ予防の取組を ・部活動の生徒や３年生には話をして予防の意識
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実践するよう、指導 を高めている。
に努めている。 ・昇降口で朝の登校の様子を観察する際、声かけ

や消毒をさせている。
・授業中にも換気を呼びかけるなど意識させてい
る。

・手洗いや換気を適宜すすめた。
・加湿器の管理や換気など必ず自分で見守ってい

Ｂ る。
・保健の資料も随時作成配布してくれるので活用

100 している。
・部活動でマスク着用、手洗いを指導した。
・生徒を定期的に動かすことはできないが、声を
かけ促している。
【改善策】
・手洗いやうがいの実施を全職員で根気よく指導
する。

・目標をもって毎日を送ることに結びつける。
・生徒が自分で動けるように保健委員で話し合う
また、保健委員だけでは不安なので日直や学級
委員も取りこんでさらに指導する。

・教職員は部活動 ④私は生徒が目標をも 【達成状況】
の充実に努めて って意欲的に部活動 ・特設駅伝、陸上部員を適材適所に配置し、明確
いる。 に取り組むよう、運 な目標をもたせて練習に取り組むようにさせて

営に努めている。 いる。
・目標をきちんと意識させ、そこに到達するため
の具体策をアドバイスしている。

・高い目標を実現させられるよう運営している。
・学級担任としては意識づけできました。顧問と
しては自らの自信のなさが出てしまった。

・アートグランプリへの出品は意欲付けになって
いる。先輩の活動を見て、後輩も思うところは
とても大きい。

・なるべく練習時間を確保するように努めたが、
技術指導には至らなかった。

Ｂ ・キャプテンを中心に最終目標である夏の総体に
向けて毎回繰り返し指導した。

88.0 ・なかなか指導できないが、フォローをするよう
に心がけている。
【改善策】
・今の２年生には、ひたむきに取り組んだり、人
が見ていないところでも頑張ることができてい
ないので指導しているがよくならない。教師も
少しずつ意欲的な人が減っているように思うの
で、危機感をもって、組織で取り組む必要があ
る。

・うまく目標から部活動のやる気に展開できてい
ない。

・心理的なサポートを顧問とできるように関係を
つくっていく。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は「早寝・早 ・もう少し部活動の時間がほしいです。

起き・朝ご飯」 Ａ ・嫌いな物を友達にあげてます。

(０時前就寝、 ・いつも、朝練習がない日は遅く起きてしまった。

６時３０分前起 ７７．４ ・１時すぎ就寝、４：１５起床。

床)を実践して ・（月曜日）日曜日はすべての部活動を中止させてほしい。

いる。 ・部活動の顧問が考えた部活動の予定がありえない。走り込

・私は好き嫌いな みしかないのに試合を入れてくる。

く食べることが Ａ ・部員が本気なのに延長練習がない。

できる。 ・トマトが大嫌い。

７９．７ ・部活動で人の目に付くような所で「バカ」などをいわない

ようにしてほしい。

・大会などで顧問の先生が不在になることをなくしてほしい

・私は部活動(文
化系も含む)に Ａ
一生懸命取り組
んでいる(取り ９０．６
組めた)。

・子どもは「早寝 ・部活動と勉強の両立がむずかしい。土・日に部活動、朝練

・早起き・朝ご Ａ 習と体を休めている時間がなく、常に疲れていて、勉強に

飯」(０時前就 むかうより早く、寝てしまう。その後０時過ぎ迄宿題、早

寝、６時３０分 ７５．３ 朝より部活動にとハードすぎる日々を送っている。

前起床)を実践 ・部活動をもっと強化してほしい。（練習や練習内容など）

している。 チームワークもきちんと出来るよう。各々に指導してほし

・子どもは主食、 い。

主菜、副菜をま Ｂ ・生活習慣に問題ないと思います。

じえて食べるな ・部活動も力を入れていただいてありがたいです。

ど、望ましい食 ７７．８ ・武活動の練習が少しハードでは？疲れ果てては家庭での学

習慣を身に付け 習にも影響が出ているのでは？

ている。 ・部活動に力を入れられずに思います。勉強に力を入れてほ
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・学校は部活動の しいです。

指導を一生懸命 Ｂ ・「学校は」というより顧問による差がありすぎる。

やってくれてい ・経験の有る指導者を担当の先生に置いて欲しい。

る。 ８３．６ ・３年になって顧問の先生が変わってから子どもが、あまり

部活動で意欲を見せなくなった。（卓球部）連絡網の不備、

保護者会は、当日、連絡をもらうなど、前年までは、あり

ませんでした。

・部活動によってだと思います。一生懸命な先生もいれば全

くそうでない先生もいます！

・部活動によって異なると思います。

評価 自己評価 学校関係者評価

項目 評価指標 主な具体の評価指標 情報・データ評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題

・教職員は学業指 ①私は一人一人が学級 【達成状況】 Ｑ－Ｕテスト
導の充実に努め に所属感や連帯感を ・様々な機会を通して生徒に居がいのある学級づ Ｂ □よくやっていた
ている。 感じる居心地のよい くりをしている。 学期を振り返っ だいている。芳

学級づくりに努めて ・一人一人のよさを声に出して表現するようにし ての作文 賀中の先生方の
いる。 ている。 熱心な指導ぶり

・学活等で、一人一人の意見を出したり、仲間づ がよいモデルに
Ｂ くりを意識して活動させた。 なっている。

・自分の子どもであってもおかしくない年になっ
100 てきたせいか自分の子どもと同様に接している □きまりを守るこ

・係の仕事を与えて一人一人に個人の必要性を感 と、地域への参
じさせた。 加、高い数字を

・居がいがあるように生徒の思いをききとれる立 残せたのでよい
場でいようと心がけている。 結果だと言えま

・授業が受けやすい環境づくりに協力した。 す。
②私は集団生活や対人 【達成状況】

6 関係におけるルール ・一部の生徒が学級を動かしていることがないよ □多くの生徒は夢
夢や目 が生徒に共有され、 うに、人間関係を築くようにしている。 や目標に向かっ
標に向 人間関係が良好な学 Ｂ ・ダメなものはダメと、絶対的に破ることのでき てがんばってい
かって 級づくりに努めてい ないルールを浸透させることで秩序を保ってい る。
力強く る。 100 る。
自己実 ・あまりにも希薄であり、そこに怒ってばかりの ■地域に貢献し、
現を図 指導では良好にならない。橋渡しになれるよう 地域から学ぶこ
ってい に係わっている。時にはかみ砕いて説明し、納 とが今は少なく
の育成 得させることもある。 なっています。
プロジ ③私は建設的な相互作 【達成状況】 是非とも多くの
ェクト 用がある学級づくり ・生徒同士でお互いに高め合えるような関係であ 行事に参加して
生き方 に努めている。 Ｂ る。 もらえるように

・パワーポイントを使用して個人の価値の発見を お願いしたい。
100 共有させたり、教え合い学習をすすめた。 地域に貢献、地

・生徒の自主的な生活づくりに努めており、生徒 域から学ぶ教育
もそれにこたえてくれている。 が今後大切であ

・教職員は子ど ④私は生徒に「時間を 【達成状況】 生活アンケート ることを、保護
もの生活の基 守る」「整理整頓」 ・学級の生徒を中心に、こちらから先に実践して 者、生徒、地域
盤づくりに努 「あいさつ」の生活 生徒を主体的な動きとなるよう働きかけてい にわかってもら
めている。 習慣が身に付くよう る。 えるようにする

指導に努めている。 ・教師自ら率先して実践し、習慣化できるように 必要がある。
Ｂ 心がけてきた。

・授業などで教室に行った際には、必ず環境整備 ■少数ではあるが
100 について確認している。あいさつも何度もやり 夢や目標がもて

直しさせている。 ず、意欲のない
・繰り返し、何度でも指導している。 生徒がいる。そ
・整理整頓にせよ、あいさつにせよ、できなけれ の生徒に支援を
ばやり直しさせている。授業の開始よりも早く してほしい。
教室にいるようにしている。

・空き時間にクラスにいて次の時間の準備をさせ
た。

・こまめに机やロッカーを確認している。
・自ら手本となるよう行動し、その都度気づいた
ときに繰り返し指導した。

・常日頃から指導している。あいさつをしつつも
立場や声の大きさについてもその都度指導して
いる。

・自分から「あいさつ」するように努めた。
【改善策】
・指導しているが年々悪くなっているように思え
る。いい加減な生徒、中途半端な生徒を許さな
い指導が必要である。。

⑤私は生徒に規範意識 【達成状況】
や倫理観が身に付く ・自分がされていやなことは他人にもしないをモ
よう、指導に努めて ットーに指導している。
いる。 ・生活していく上での常識やマナーも含め、考え

させるようにしている。
Ｂ ・多くの場面で指導している。

・できるだけ短学活の訓話や道徳などで、薫陶し
96.2 たい。

・倫理観を身に付けさせる指導ができなかった。
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【改善策】
・悪いことは悪い、よいことはよいと指導してい
るが心に響かない。心に響く指導になるように
教師自らの姿勢を反省したい。

⑥私はキャリア教育・ 【達成状況】
進路指導の充実に努 ・授業の中で進路や職業について指導している。
めている。 ・３年生の進路実現に向けて学年間で足並みをそ

ろえて指導にあたっている。
・今のことだけではなく、将来についての考えが
深まるよう指導している。

・マイ・チャレンジが３日間になったが、多くの
生徒が真剣に取り組み働くことを考えるよい機
会になった。

・中学校の進路指導の延長が就活になっているの
Ｂ で一生を見通すよう話をしている。

・十年先を見通して進路を決めるように指導して
78.6 いる。

・学年全体で統一した計画を立てて実行している
総合、学活のタイアップによるキャリア教育で
ある。

・社会人経験を生かし、時間を守ることの重要性
を指導した。

・マイ・チャレンジを通して、いろいろな活動に
プラスしてミニ情報を伝えたりしている。

・放課後の学習会や面接指導に協力できた。
【改善策】
・発達の段階もあるのだろうが、まだ意識は高ま
らないので指導の継続が必要である。

・資料など準備して提示したい。

・教職員は子ども ⑦私は生徒が地域や他 【達成状況】
の郷土愛の育成 の人のために行動が ・「クリーン芳賀の日」に参加することを呼びか
に努めている。 できるよう、郷土愛 けている。

の育成に努めている ・地域連携を進めていくため、地域への感謝の気
持ちなどが高まるよう指導している。

・町民祭のボランティア等を通して、郷土愛を実
感することができる場を提供している。

Ｂ ・道徳でも郷土に根ざした資料を扱っている。
・授業を通して芳賀町の PR をしてみようとい

75.9 う発表をし、自分の地域についてもう一度考え
させることができた。

・すばらしい人々のかかわりに感謝できるよう声
かけしている。
【改善策】
・他の人のために進んで行動できる場を多くつく
っていきたい。

・大人になった時に地域から孤立しないようにし
たい。

・教職員は子ども ⑧私は生徒が社会の変 【達成状況】 「生きる力」

が生涯学習社会 化に適切に対応でき ・意識して指導している。 ①自分で課題を見つ

に生きていくた るよう、「生きる力」 ・自ら課題を見つけて考えて行動できる力をさら け、自ら学び、自

めの資質の育成 を育む指導に努めて につけていきたい。 ら考え、主体的に

に努めている。 いる。 ・教育相談や学級活動等を通して、生涯学習につ 判断し、行動し、

いて指導している。 よりよく問題を解

Ｂ 。道徳や学活で様々ななげかけをして、考えるこ 決する資質や能力

とが大切であると伝えるようにしている。 ②自らを律しつつ、

82.8 ・１分間スピーチを通して、様々な人の考えなど 他人とともに協調

を知る機会を設けた。 し、他人を思いや

・特別活動などを通して育成を目指している。 る心や感動する心

・幼いほど自分のことしか考えていないので一般 など、豊かな人間

的にはこういう考え方に成長するべきだという 性

指標を示している。 ③たくましく生きる

⑨私は生徒が夢をもち 【達成状況】 ための健康や体力

その達成のためにが ・「将来何になるの？」という問いかけから、「今
んばるよう、指導に どうすればいいの？」などの指導をしている。
努めている。 Ｂ ・職場体験や高校見学を通して、生徒に考えさせ

るきっかけをつくっている。
89.7 ・希望する進路実現に向けて指導している。

・自分の経験談など、折に触れて話している。
・夢を達成するためにはどうすべきか、基本的生
活習慣がどれだけ大切かを指導した。

・自分に肯定的になれるよう声かけをしている。
【改善策】
・総合的な学習の時間の計画を見つめ直し、自ら
課題を(夢)をみつける力を育むべきである。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は学校が楽し ・手伝おうとしたらそっぽを向かれ、不愉快な気持ちになる

い。 Ａ ことがたまにある。

・あいさつ運動で係の人がやっているからあいさつをかえし

８４．８ てほしい。
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・私は「時間を守 ・整理整頓がよくないのでがんばりたい。

る」「整理整頓」 Ｂ ・僕は、学校を仲間との関係を深め、よりよい社会にしてい

「あいさつ」の くための大切な場所だと思っています。

生活習慣が身に ・廊下を走ってしまう。

付いている。 ８５．８ ・一流テニスプレイヤーになりたい！

・私は学校のきま ・学校はとても楽しい。

りを守ることが Ａ ・楽しい日と楽しくない日がある。

できている。 ・いじめの問題もあり改善した方が良いと思う。（今は、ど

うだかわからないけど）

８９．５ ・いじめが多いから、それについてもっと考えてほしい。

・私は町の行事に ・図書室に職業についての本をもっとおいてほしい。

参加したり、地 Ａ ・クラスがつまらない。

域の方にあいさ ・地域の人にあいさつしても返してくれない時がある。

つしたり、地域 ８１．６ ・大きい夢がもてない。

や他の人のため ・夢ってどうすれば決まりますか？やりたいことはあっても

になる行動がと 現実みがないし、特にやりたいこともないし。中学生の内

れている。 に決めないとダメなんですか。

・私は夢をもち、 ・学校に行きたいと思えない。

その達成のため Ａ ・後輩にネット上で文句を言われている。（ツイッター）

にがんばってい ・朝の会が長引き、たまに遅れそうになる。

る。 ７２．０ ・規則があやふやなところや、暗黙のルール的なところが多

いので、校則は、明確にわかりやすく文字化してほしい。

・子どもを学校に ・担任の先生は本当に一生懸命、子供に接してくれていると

安心して預けら Ａ 思います。

れる。 ・地域のなかに入っていく時間がほとんどない部活動で土日

９５．５ は終わり、参加が難しいのが実情。

・高校受験から進路によってそれぞれ別れていくと思うが、

進路のイメージがつかめないのがほとんど。実際の職場に

・学校は「時間を 行って社会見学するなどを多めにしていいのではないでし

守る」「整理整 Ｂ ょうか。

頓」「あいさつ」 ・家でも「人として」大切な所を指導していますが増々学校

の生活習慣の定 ８９．１ でも事例などをあげて子供達の心に働きかけてくださると

着を図っている 幸いです。

・学校は子どもの ・いじめ、人間関係も水面下でなかなか先生が気付かない事

規範意識が高ま Ｂ もある。悪い事は親にもきちんと認識出来るように知らせ

るように指導し て欲しい。

ている。 ８２．８ ・夢や具体的な将来像が持ち難く学校、家庭で持てるように

したい。難しい。

・進路の指導についてはとても丁寧にしてくださりありがた

・学校は子どもが く思います。

地域や他の人の Ｂ ・危険物をこっそり持ち込む生徒もいる様なので、少し不安

ためになる行動 に感じる事もあります。

がとれるように ８２．２ ・生徒が先生にあいさつしているのに、その先生が無視をす

指導している。 るらしい。

・学校は子どもが ・担任の先生でないが先生が生徒を差別する（気にいらない

夢をもち、その Ｂ 生徒にばかにしていると思わせるような言動をする）らし

達成のためにが い。

んばるように指 ７７．６ ・三者面談や青パトの際、下校する時間帯の生徒からあいさ

導している。 つが聞こえませんでした。

９ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）

１ 確かな学力を身に付けた生徒の育成(プロジェクト知)
生徒の「学校づくりアンケート」によると、「私は授業がよくわかる。」と回答した生徒は、全体の７２％で、昨年

度より５％減っている。また、教員の「自己評価」によると、どの子にもわかりやすい授業を目標に全教科で統一して
実践することになっている手立てを一部の教員で行えていなかった。３学期に授業公開を行い、授業方法について学び
合ったが、今後はもっと早い時期に実施し、たくさんの教員が参加しての研修にしていく必要がある。次年度は合同訪
問もあるので、そこでの指導を受けるとともに、授業公開によって同僚性を高めていきたい。
生徒の「学校づくりアンケート」によると、「私は人前で自分の考えを発表することができる。」と回答した生徒は、

全体の半数で、発表を苦手としている生徒は多い。３学期の総合的な学習の時間の発表会でも、学校関係者評価委員か
ら、「発表の声が小さかった」という感想がでてきた。次年度は言語活動を充実させるために、授業の中で発表の場面
を増やしていく必要がある。その際、本時のねらいの達成のための言語活動であることを見失わないようにしたい。
生徒の「学校づくりアンケート」によると、「私は家庭学習の仕方・習慣が身に付いている。」と回答した生徒は、

全体の６７％で、低い数字といえる。また、教員の「自己評価」によると、芳賀中学校独自の勉強方法についての冊子
「学びのすすめ」を活用できていなかった教員が８人いた。学校関係者評価委員からも、家庭学習の意欲付けについて
は要望が出ている。次年度に向けて、「学びのすすめ」をよりよいものにして、生徒と教員が活用したくなるような内
容にし、年間を通して指導していくことを教員間で確認する必要がある。

２ 豊かな心をもつ生徒の育成(プロジェクト徳)
道徳の授業を他の教育活動に変えてしまうことがあるので、教員の道徳の授業時数確保の意識を高める。学年内で道

徳担当を中心に、道徳の授業方法について研修会をもつようにする。
生徒の「学校づくりアンケート」によると、「私は学校行事に積極的に取り組み、感動を共にし、充実感が味わえた。」

と回答した生徒は、全体の８５％で、学校行事の取り組みの成果は高い結果といえる。また、教員の「自己評価」によ
ると、感動を与える学校行事になるように努めていると回答した教員がほとんどであった。学校関係者評価委員から、
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「学校行事への積極的な取組はすばらしい。」という感想をいただいた。今後も、学校行事に力を入れ、望ましい人間
関係を形成し、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、
実践的な態度を育てていきたい。
生徒の「学校づくりアンケート」によると、「私は清掃活動に一生懸命取り組んでいる。」と回答した生徒は、全体

の８５％で、よい結果といえる。しかし、生徒の清掃活動を見ていると、生徒の自己評価は高すぎる感がある。保護者
の「学校づくりアンケート」によると、「子どもは家の手伝いをしている。」と回答した保護者は、全体の４７％で、
家で手伝いをしている生徒はとても少ない。また、教員の「自己評価」によると、清掃活動の「６つのルール」(①清
掃に適した服装で取り組もう。②頭おおいを必ずつけよう。③清掃開始時刻を必ず守ろう。④始まりと終わりの挨拶を
気持ちよくしよう。⑤清掃の最中は無言を貫こう。⑥「きれいにする」意識をもとう。)を徹底させられなかった教員
は６人いる。３学期には、何事にも一生懸命取り組む生徒づくりができていないのではないかということで、清掃と
１５分間走を本気で取り組ませるように、教職員の指導体制を反省した。次年度に向けて、全教職員で根気よく取り組
んでいく必要がある。
学校関係者評価委員から、「家庭環境に恵まれない生徒への対応が難しい。担任、学校だけでなく、行政や地域に支

援を求めてもよいのでは。」という意見が出された。今後も、芳賀町こども育成課、芳賀町健康福祉課、宇都宮中央児
童相談所の支援を要請し、連携して対応していきたい。

３ 健やかな体をもつ生徒の育成(プロジェクト体)
生徒の「学校づくりアンケート」によると、健やかな体をもつ生徒の育成に関する３つの質問項目すべてで「Ａ」評

価が最多になっていて、よい結果となっている。今後の目標としては、「早寝・早起き・朝ご飯」が実践できている割
合が全体の７７％なので、その数字を８５％まで上げたいと考える。部活動では、芳賀中学校の伝統を守る上でも、生
徒の体力向上、部活動指導の格差の是正、あいさつや返事の指導の徹底、望ましい人間関係の構築が課題になってくる
と考える。学校関係者評価委員からは、少数ではあるが部活動にがんばれない生徒がいるので支援してほしいとの要望
が出ている。すべての生徒が生涯学習につなげられるような部活動運営に努めていきたい。

４ 夢や目標に向かって力強く自己実現を図っていく生徒の育成(プロジェクト生き方)
生徒の「学校づくりアンケート」によると、夢や目標に向かって力強く自己実現を図っていく生徒の育成に関する５

つの質問項目のうち、４つが「Ａ」評価が最多になっていて、よい結果となっている。学校生活が楽しかったり、きま
りを守ることができたり、町の行事に参加し地域のために行動できたり、夢や目標に向かって力強く自己実現を図って
いく土台はできてきているといえる。特に、本年度の指導視座と重点項目である「時を守り 場を清め 礼を正す」を
検証するための、生徒への「学校づくりアンケート」の質問では、身に付いていると回答している生徒の割合は８５％
で、よい結果といえる。しかし、「私は夢をもち、その達成のためにがんばっている。」と回答した生徒は、全体の
７０％で、素養はあるが、それが本質のところに結びついていないといえる。夢をもっているから、学ぶ意欲、人への
やさしさ、粘り強くがんばる力が身に付き、互いに成長できると思う。人生の目標設定がしっかり立てられる生徒に育
てていけるように、その素養をもっている生徒を、いかに全職員が情熱をもって一丸となって指導できるかにかかって
いる。我々教師が「一人一人の生徒にとって『生涯の師』たり得る教職員」になれるようにがんばっていきたい。


